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通常の学級に在籍する特別な教育的ニーズのある 

児童生徒に対する支援の在り方 

―児童の特性と学習活動との相互作用の中で支援を考える― 
 
特別支援教育研究会議 

下山 真紀子 1    加賀田 葉子 2    伊藤 琢也 3    樋口 真由美 4 

 

学校教育法の一部改正に伴い、通常の学級においても特別な教育的ニーズのある幼児児童生徒に対

し、困難を克服するための教育を行うことが法的に求められるようになった。川崎市でも取り出しに

よる指導やチームでの支援等が各学校の実態に応じて実践されてきているところである。しかし、児

童生徒の学校生活の基盤は学級にあり、担任が学級内でできるサポートをまず第一に考えていくこと

が求められる。本研究は、通常の学級に在籍する特別な教育的ニーズがあると考えられる児童生徒の

学習活動の中で生じる困難さを明らかにし、少しでも軽減するための支援の手立てについて提案する。 

検証の場を小学校４年生社会科の新聞作り学習活動の授業に設定し、以下の手続きで研究を進めた。

1)対象児童を認知の特性から見立てる。2)対象となる学習活動の構成要素を分析する。3)認知の特性

と学習活動の構成要素との相互作用の中で生じる困難さを明らかにし、支援の手立てを検討し実践す

る。4)困難さの見立てや支援の手立てを修正し実践する。これらの結果、児童の積極的参加行動の増

加、学習目標への到達、学習活動に対する肯定的な結果がもたらされた。このことから、検討した支

援の手立ては有効であり、児童の困難さを軽減させることができたと考えられる。 
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Ⅰ 主題設定の理由 

１ 研究の背景 

特別支援教育は、「障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するとい

う視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上

の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行うもの」1)である。学校教育法の一

部改正に伴い、通常の学級に在籍するＬＤやＡＤＨＤ、高機能自閉症等、特別な教育的ニーズのある

幼児児童生徒に対しても、学習上または生活上の困難を克服するための教育を行うことが法的にも求

められるようになった。 

当センターの研究会議では 2004 年度から「通常の学級に在籍する特別な教育的ニーズのある児童生

徒に対する支援の在り方」を主題に研究を行ってきている。2004 年度の前田 2)、2005 年度の河野 3)

は、主に学級集団内でよりよい対人関係を築くための学級内での取組について、2006 年度の栗山 4)、

2007 年度の石橋 5)は、課業時間中や放課後の特設の場での取り出しによる指導について研究を行って

きた。本研究は、その流れを継承し、同じ主題で取り組むものである。 

２ 川崎市の特別支援教育の現状 

特別支援教育の推進には、全ての教職員の連携が大切である。本市の調査 6)によると 2007 年度に市

立の小・中学校で「特別な教育的ニーズがある」として特別支援教育校内委員会で検討されたケース

数は 2,778 件であった。これは、全児童生徒数の 3.10％にあたる。これらのうち主として学習面の支

援を受けている児童生徒は 42％であり、特設の場での取り出しによる指導やチームでの支援等、各学

校の実態に応じて実践されてきているところである。 

しかし児童生徒にとって学校生活の基盤が学級にあることは論を待たない。つまり担任が学級内で

できるサポートをまず第一に考えていくことが求められる。担任と児童生徒の良好な関係の構築、児

童生徒同士の支え合いや高め合い、分かりやすいルール、教室環境の整備等はどの児童生徒にとって

も必要なことであり、特別な教育的ニーズのある児童生徒にとってもそれは同じである。教室に居場

所があり、担任の支援に対し他の児童が不公平感を持たずに肯定的に受け入れていること 7)は支援を

行う側にとって重要な視点である。「特別支援教育は通常の教育の延長線上にあるもの」8)なのである。 

分かりやすい授業であるということも同様である。分かるということは知識・技能を習得するため

の前提である。しかし特別な教育的ニーズのある児童生徒は、発達や認知情報処理過程にアンバラン

スさがあることも多く、認知の特性と授業における学習活動との相互作用の中で困難さが生じること

                                                  
1) 文部科学省「特別支援教育の推進について(通知)」 2007 年 
2) 前田三枝 他「―対人関係を伸ばすための学級内での取組と特設の場での配慮―」川崎市総合教育センター研究紀

要第 18 号 
3) 河野全宏 他「―アンガーマネージメント･プログラムを通したよりよい対人関係を築くための取組―」川崎市総合

教育センター研究紀要第 19 号 
4) 栗山八寿子 他「―オープン教室を通しての子どもの自己肯定感を高める取組―」川崎市総合教育センター研究紀

要第 20 号 
5) 石橋瑞穂 他「―特設の場と通常学級における認知の特性を考慮した読み書き指導を通して―」川崎市総合教育セ

ンター研究紀要第 21 号 

2）～5）は、同主題「通常の学級に在籍する特別な教育的ニーズのある児童生徒に対する支援の在り方」であり、そ

れぞれの「」内には、副題を示した。 
6) 「第 1回川崎市特別支援教育調査運営委員会」（2008 年 4 月）で報告された資料による 
7) 佐藤暁 『見て分かる困り感に寄り添う支援の実際―通常の学級に学ぶＬＤ・ＡＤＨＤ・アスペの子どもへの手立

て』学研 2006 年 
8) 廣瀬由美子 『通常の学級担任が見つける資源･作るネットワーク～個別の指導計画や学級経営に生かすために～』

東洋館出版社 2007 年 



 

 

- 163 -
が多いと考えられる。 

３ 研究の目的  
学校で行われる様々な学習活動の中で、計算や漢字練習、あるいは教科のプリント学習などは問題

なくこなせるのに話し合いや調べたことを表現する活動等に強い困難を示す子どもがいる。これらの

学習活動は計算や漢字、教科のプリント学習等と比べ手続きの複雑な学習である。例えば、話し合い

活動は友達の話を聞く、言語を中心に展開される中で話題や状況を理解する、考えを話す等、また調

べたことを表現する活動は、情報を集める、情報を取捨選択する、手順を考える、表現する等、複数

の手続きで構成されている。学習活動の中で困難さが生じる状態とは児童の認知の特性と学習活動の

行われ方の相互作用がうまく行っていない状態の結果として起こっていると考えられる 9)。 

そこで本研究では副題を「児童の特性と学習活動との相互作用の中で支援を考える」とし、通常の

学級に在籍し特別な教育的ニーズがあると考えられる児童を対象に、認知の特性と学習活動との相互

作用の中で生じる困難さを明らかにし、それらを軽減する支援の手立てを提案することを目的とする。

授業における学習活動の構成要素を分析し、児童の認知の特性に応じた指導方法等、環境を整える支

援を行うことができれば、困難さが軽減され、学習目標を達成することができると考え、支援の在り

方について検討する。検証の場を小学校４年生の社会科の授業とし、社会科見学で見聞きした情報を

話し合いを通して整理し、新聞を作る学習活動の中で実践・検証する。 

４ 用語の説明 

（１）認知の特性 
「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推論する」等の学習活動は、複数の認知処理活動のも

とに成り立っている。私たちは受け取った情報を脳内に取り込み（入力）、脳の中で情報を関連づけな

がらイメージ化や意味づけ、理解等の処理を行い（連合）、表現する（表出）。情報を脳の中に取り込

む際には、情報を順序立てたり系統立てたりして変換する方法と、情報を全体のまとまりとして観点

や関係性を手がかりに変換する方法がある。また、これらのプロセスを行うためには、完成までの道

筋をイメージし活動の手順を考えたりする力や必要な情報に注意を焦点化したり持続したりする力が

必要である。特別な教育的ニーズのある児童には、認知処理の過程において何らかの偏り、つまり認

知の特性がみられる場合があると考えられている。 

（２）新聞作り学習活動 

2008 年３月告示の小･中学校学習指導要領では、国語科で培った能力を基本に言語活動を充実する

ことが各教科等において重視されている。小学校社会科でも「調べたことや考えたことを表現する力

を育てる」ことが目標の一つにあげられており、観察や調査･見学等の体験的な活動やそれに基づく表

現活動の一層の充実を図ることが求められている。これらの活動は調べた知識を的確に記録、再構成

し、考えたことを自分の言葉でまとめ伝え合うことにより互いの考えを深めていく学習である。社会

科の学習は①学習の入口 ⇒ ②学習問題作り ⇔ ③調べ学習 ⇔ ④話し合い ⇔ ⑤学習の出口という

学習過程 10)からなり、新聞作り学習活動は③の見学や調べ学習の後に分かったことを整理したり、⑤

の学習の出口で考えを深めたりする表現活動の一つである。 

                                                  
9) 山本淳一・池田聡子著『応用行動分析で特別支援教育が変わる―子どもへの指導方略を見つける方程式』図書文化 

2005 年 
10) 『一人一人の個性を活かす学習指導評価の資料Ⅶ 小学校社会科 追及の原動力を生み出す社会科の授業作り』  

川崎市教育委員会 川崎市小学校社会科研究会 2008 年 
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Ⅱ 研究の内容 

1 研究の仮説 

 本研究では小学校４年生の社会科の授業における新聞作り学習活動を取り上げる。その中で特別な

教育的ニーズのある１人の児童に焦点を当て、指導方法を検討する。認知の特性と学習活動の相互作

用という観点から、以下のように仮説を立てた。 

 

仮説 

学習活動の構成要素を分析し、児童の認知の特性に応じた指導方法等、環境を整える支援を行う

ことができれば、児童の困難さを軽減させることができる。 

 

２ 研究の方法 

（１）対象とする学習活動場面 

小学校４年生の社会科の単元「水はどこから」「ごみはどこへ」「火事をふせぐ」「交通事故をふせぐ」

で、当該校ではそれぞれ浄水場、処理センター、消防出張所、警察署を見学し、事後にＡ４サイズの

新聞 11)を１人１枚ずつ作る計画がある 12)。それぞれの単元で、情報の整理･共有をする活動、新聞の

構成を考える活動、新聞の記事を書く活動の３時間ずつの授業を対象とし、観察を行う。 

（２）対象児童 

本研究の対象児童はＡ児 13)（４年生・男児）である。２年生の時に担任が、授業の中で示すＡ児の

困難さに気づき、保護者との面談を進めている経緯があり、言語の通級指導教室を週１回利用してい

る。３年生から週１回１時間、課業時間内に特設の場で、算数の学習について予習復習を個別に行っ

ている。保護者には本研究の対象とすることを伝え同意を得た。Ａ児本人には伝えていない。 

（３）研究の手順   

① 対象児童の認知の特性の見立て 

以下の方法で、Ａ児の認知の特性を推察する。 

ア）授業において本研究員（４名）の直接観察（「水はどこから」の新聞作りの授業）により、情報

収集を行う。 

イ）担任への聞き取り、文部科学省のチェックリスト 14)を用い、認知の特性を推察する。 

② 学習活動の構成要素の分析 

授業における新聞作り学習活動を行うために必要な行動を細かく分け、一連の課題に配列する。 

③ 支援の手立ての検討・実践 

認知の特性と学習活動との相互作用の中で生じるＡ児の困難さを明らかにし、指導方法や活動の手

順等、環境を整える支援の具体的な内容を検討し、「ごみはどこへ」の新聞作りの授業を行う。 

④ 支援の手立ての検証 

さらに支援の手立ての効果を検討・改善しながら「火事をふせぐ」「交通事故をふせぐ」で検証する。 

                                                  
11) 新聞の用紙は割り付けのためにあらかじめ罫線の入ったものを４種類と罫線なしのものを用意し、選択できるよう

にした。 
12) 事前に見学の流れや内容、視点について学習する授業を行った。また新聞作成後には、自分たちの生活に引き寄せ

て考えたり比較したりしながら、自分たちにできることについて考え、話し合う活動を行った。 
13) Ａ児は、通常級で学年のカリキュラムを習得するレディネスがあると判断できる児童である。 
14) 文部科学省「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する全国実態調査」（平成 15 年３

月）の質問項目を使ったチェックリスト。以下「文科省チェックリスト」とする。 
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（４）効果の検証の方法 

① Ａ児への支援としての妥当性 

困難さが解消される指標を、ア）求められている活動を行うことができる状況、イ）学習目標が達

成できる状況、ウ）Ａ児が学習活動に対して肯定的な気持ちを持つ状況とし、これらの状況の達成度

について、ア）積極的参加行動の割合、イ）学習目標の 

達成度、ウ）新聞完成後の感想の変化で検証する。 

ア）積極的参加行動の割合 

固定カメラによりビデオ撮影する。時間サンプリング

法 15)を用い、授業開始２分後から終了時までの積極的参

加行動 16)(表１)の出現をチェックし、学習活動における

積極的参加行動の割合を求める。時間のインターバルは

２分とする。２名で観察を行い、共に積極的参加行動が

見られると見解が一致した場面をカウントする。また得

られたデータの信頼性は観察者間一致度の計算式、 

一致数 

 サンプル総数 

イ）学習目標の達成度 

Ａ児の発言や授業中の成果物から、評価規準(表２)に沿って評価する。また、個人内の変化につい

て検証する。 

 

ウ）新聞完成後の感想 

 各単元の新聞作り学習活動終了後に、自由記述による感想を書くこととし、内容の変化を検証する。 

② 学級全体への授業としての妥当性 

 また、これらの支援が通常の学級で行われる上での妥当性の指標を、ア）他の児童にとっても授業

が活動しやすいものになっている状況、イ）担任が、支援は労力に見合ったものであり日頃から行え

る範囲のものであると感じることができる状況とし、各単元の新聞作り学習活動終了後の他の児童の

活動の様子と感想の記述内容の変化及び授業後の担任の感想の記述内容により検証することとする。

                                                  
15) 行動の観察時間を等しいインターバルに分け、インターバルの終わりに標的行動が生じたか(＋)、生じなかったか

(－)を観察し、行動が生じたインターバルのパーセンテージで表す方法。 
16) 安藤史高他（2008）の「積極的授業参加行動の下位尺度項目」を参考に、観察可能な行動項目として本研究会議で

学級の実態に合う内容を検討し、作成した。 

時 学習活動 評価の観点 具体の評価規準 評価方法 

     

６ 情報の整理・共有をする 

社会的事象に

ついての 

知識･理解 

見学で見たこと･聞いたことや友達の発表

などから消防の働きやそこに従事する人々

の工夫や努力などを理解している 

発言・ 

ワークシート

７ 新聞の構成を考える 
資料活用の 

技能・表現 

見学のまとめや資料などを活用して、調べ

たことや考えたことを工夫して表現する計

画を立てている 

ワークシート

８ 新聞の記事を書く 
知識・理解 

技能･表現 

消防の働きと、そこに従事する人々の工夫

や努力を理解し、分かりやすく新聞にまと

めている 

 

新聞 

 

     

×100＝一致率（％）で検証することとする。一致率についての詳細は、後で述べる 20）。

表１ 積極的参加行動項目

 

教師を見る・発言している人を見る・ 

黒板･掲示物･ノート・ワークシートを見る 

挙手する・発言する・質問する 

ノートやワークシートに書く 

考える 

授業中に必要なものを出す 

その他行動を適切な場面で行う 

 

＊「考える」は、サンプリングした時に書く･見る

などの行動が見られなくても、そのしぐさの後に

書く･発言するなどの積極的行動が見られた場合

にカウントすることとする。 

表２ 学習目標の具体の評価規準（「火事をふせぐ」の例）
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３ 研究の実際 
（１）対象児童（Ａ児）の認知の特性の見立て 

① 授業の観察 

 「水はどこから」の新聞作り授業では、Ａ児に次のような困難さが観察された。 

 

＜情報の整理･共有をする活動＞ 

導水トンネルから水が出ていたこと等、浄水場のしくみや工程について部分的な事柄は理解でき

ていたが、見学の全体を把握して浄水場の水がきれいになったことを理解できていなかった。また、

担任や友達の話を聞く活動時に話し手の方を向かず、手遊びをしていることが多かった。友達の発

表の様子から知識を補足する事ができず、学習目標を達成しているとはいえない状況であった。 

＜新聞の構成を考える活動＞ 

「先生、どういう意味？」と質問する場面が多く見られた。机間指導によって担任と共に考える

時以外は手遊びをしたり、落書きをしたりするなど、活動に参加できている時間は少なかった。 

＜新聞の記事を書く活動＞ 

紙面に向かって取り組んでいる様子は見られたが、トップ記事としての文章が２文だけしか書け

ておらず、施設のしくみや工程、役割についての理解が不十分 17)であった（図１）。 

  

 

 

② 認知の特性の推察 

 担任への聞き取りを表３、文科省チェックリストの結果を 

図２、表４に示す。これらにより、Ａ児の困難さの背景には、

ア）耳から入った情報を正確に聞き取り、理解したり記憶し 

たりすることが苦手、イ）話題や状況を理解し、重要な情報 

を選択することが苦手、ウ）論理的に考えて文を構成するこ 

とが苦手、エ）完成までの道筋をイメージし、手順を考えて 

遂行することが苦手、オ）注意を焦点化すること、持続する

ことが苦手という認知の特性があると推察された。 

ア）耳から入った情報を正確に聞き取り、理解したり記憶したりすることが苦手 

授業では、担任や友達の話を聞く活動時に話し手の方を向かず、手遊びをしていることが多かった。

耳からの情報による指示だけで活動を行うことが苦手、話を聞くだけで理解することが苦手であると

いう担任からの情報や、文科省チェックリストでの「聞く」項目の困難さが全て該当したことにより、

耳から入った情報を正確に聞き取り、理解したり記憶したりすることが苦手であると考えられた。 

イ）話題や状況を理解して重要な情報を選択することが苦手 

担任から「大切なところを選ぶことができない」と指摘があり、文科省チェックリストで「話し合

いが難しい」「文章の要点を正しく読み取ることができない」の項目にチェックされていること等から、

話題や状況を理解して重要な情報を選択することが苦手であると考えられた。 

                                                  
17) 後日担任がＡ児へ個別に支援を行い、見学時の写真や副読本をもとに施設の仕組みや水がきれいになるまでの工程

について再度学習を行った。 

 

図１「水はどこから」でＡ児が 

トップ記事のために書いた文章
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       表３ 担任からの聞き取り（2008 年 5 月記入。当該校使用の支援シートより一部抜粋） 

 知的能力・学力面 言語面・運動面 心理・社会面 

い
い
と
こ
ろ 

漢字テストで 100 点が取れるようになっ

た。 

見学の説明の中で聞き取れた事柄はメモ

を取ることができる。 

辞書が引ける（母と練習した）。 

手を挙げて発言する。 

野球が得意。 

走るのが速い。 

左利き。 

野球チームのピッチャーで、得意

に思っている。 

周りを見ながら最後まで仕上げ

ようとする（最後にあわてて仕上

げる）。 

気
に
な
る
と
こ
ろ 

たくさんの情報の中から大切なところを

選ぶことができない。 

「数と量」では概数ができない。 

割り算は３桁÷１桁ができない。 

状況をイメージすることが難しい。 

初めて読むものは、読み間違いがある。

活動開始時に「何するの？」と聞き、周

りの児童の真似をして行う。 

全体への話を聞いて理解するの

が苦手。部分的には理解できる。

耳からの情報による指示だけで

活動するのが苦手。 

文章を書くことが苦手。 

大切なところを掘り下げて書く

ことができない。 

本題とずれたことを発言するこ

とがある。 

分からない学習のときにあきら

め手遊びをすることが多い。 

注意されると言い訳をするよう

になってきた。 

 

情
報
の
ま
と
め 

し
て
み
た
こ
と 

席を前方・担任の目の届く位置にする。

本人が質問をしたら個別に答えるように

している。 

授業中に終わらなかった学習は休み時間

等に個別に行っている。 

算数は個別の取り出し学習（週１回）。 

全体指示の後個別に指示を出す。

文を書くときに、一度担任等に話

してから書かせている。 

言語通級指導教室を利用してい

る。 

友達とのトラブルが起こったと

きには、状況を一つひとつ説明

し、納得させるようにしている。

  
 文科省チェックリストは、どのよ

うな苦手さがあるかを質問している

チェックリストである。Ａ児は「聞

く」の項目は全質問が「よくある」

とチェックされた。グラフ中の点線

は、このチェックリストで「著しい

困難を示す」とされる基準である。

「推論する」「読む」「不注意」は基

準には達していないが、困難な傾向

があると考えられた。また「聞く」「話

す」「読む」「書く」「計算する」「推

論する」のそれぞれの「よくある」

「時々ある」とチェックされた項目

を確認し、表４に記した部分に苦手

さがあると推察した 18)。 

 

                                                  
18)上野他（2005）、髙橋他（2007）を参考に、文科省チェックリストの「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」

「推論する」について、下位項目の活動の背景に必要な能力を本研究会議で検討し、作成した。 

【聞く】 

音を正確に聞き取る力 

聞いたことを記憶する力 

情報を選択する力 

聞いたことを理解する力 

話題や状況を理解する力 

【話す】 

文を構成する力 

話題や状況を理解する力 

まとめる力 

語調をコントロールする力 

正確に発音する力 

【読む】 

正確に文字を読み取る力 

目で追う力 

すばやく処理する力 

文字や語を理解する力 

話題や状況を理解する力 

【書く】 

順序立てる力 

見たものを正確に記憶する力 

文法を理解する力 

話題や状況を理解する力 

目と手を協応させる力 

【計算する】 

数概念を理解する力 

頭の中で数を操作する力 

すばやく処理する力 

手順を考え、遂行する力 

文章からイメージする力 

【推論する】 

抽象概念を活用する力 

空間を認知する力 

論理的に考える力 

手順を考え、遂行する力 

論理的に考える力 

表４ 文科省チェックリストの下位項目から推察されるＡ児の苦手な力

＊下位項目の活動の背景に必要な能力の中で、苦手な力（よくある、時々あるとチェックされた項目）を太字で示し

た。またその中で本研究の新聞作り学習活動に特に必要と考えられる力を   で示した。 
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図２ 文科省チェックリストの集計結果 
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ウ）論理的に考えて文を構成することが苦手 

導水トンネルから水が出ていたこと等、部分的な施設のしくみについては理解できたが、それらを

順序立て、浄水場の全体を把握して理解できず、記事の内容を膨らませて考えられなかった。文科省

チェックリストで、「事物の因果関係を理解することが難しい」とチェックされていること等から論理

的に考えて文を構成することが苦手であると考えられた。 

エ）完成までの道筋をイメージし、手順を考えて遂行することが苦手 

考えた記事を新聞の形に割り付ける場面で、独力ではほとんど活動できなかった。また、日頃から

全体への指示で活動を始められずに周りを見て真似をしたり、個別に聞いたりして活動することが多

く、文科省チェックリストで「目的に沿って行動を計画し、必要に応じてそれを修正することが難し

い」の項目に担任がチェックしていた。これらのことから、完成までの道筋をイメージし、手順を考

えて遂行することが苦手であると考えられた。 

オ）注意を焦点化すること、持続することが苦手 

文科省チェックリストの「不注意」の項目では、「注意の持続が難しい」「活動を順序立てて行うこ

とが難しい」「気が散りやすい」が「非常にしばしばある」とチェックされた。このことから活動を行

う困難さの背景には注意を焦点化すること、持続することが苦手であることも関係していると考えら

れた。 

（２）新聞作り学習活動の構成要素の分析と支援の手立ての検討 
授業を構成する活動の構成要素を検討した。①情報の整理・共有の活動は「聞く」「発表する」「書

く」、②新聞の構成を考える活動は「聞く」「書く」「推論する」、③記事を書く活動は「聞く」「書く」

「推論する」という構成要素に分けられた。次に、これらの活動のために必要な力とＡ児の認知の特

性との相互作用の中で生じる困難さと支援の手立てを検討し実践した。支援の手立てを使用した「ご

みはどこへ」の実践後に支援の修正 19)を加え、「火事をふせぐ」「交通事故をふせぐ」で検証を行った。

「火事をふせぐ」の新聞作り学習活動の流れと評価、そして支援の手立てについて図３～図５に示す。 

① 情報の整理・共有の活動 

 情報の整理・共有の活動は、見学で見たり聞いたりしたことを発表し合うことによって、情報を補

足し、確かなものにするために設定された活動である。この活動場面は聞くこと、話すことが中心と

なる。しかしＡ児は、耳からの情報だけで理解したり記憶したりすることが苦手という認知の特性が

推察され、友達の発言から知識を深めることは困難であると考えられた。そこで、１）友達の発言の

中で大切な事柄は担任が短い言葉や板書で強調する、２）写真の提示や簡潔な板書等、視覚的に残る

形で聞く活動の困難さを補足する、３）「○○さんに付け足しをします」等、話し合いのルールとなる

話型のキーワードを掲示してクラス全体で使用するといった支援を行った。 

また発表や書く場面では、見学時に得た多くの情報の中から学習問題に応じて大切な事柄を選択し

て表現することが必要であるが、Ａ児は話題や状況を理解し、重要な情報を選択することが苦手であ

ると考えられる。そこで発表の場面では、４）Ａ児の発言を受け止めつつ内容について担任が補足し

たり再質問したりして、話題や状況に関連のある内容に表現し直すように支援した。書く場面では、

５）工程順に整理する活動の後に、観点を提示したワークシートを用意し、それに沿って整理して書

                                                  
19) 「ごみはどこへ」では、話し合い活動を一通り終えてからしおりに補足して書く時間を設定していたが、話し合い

活動に集中できていない様子が見られたため、一つの場面の話し合いごとにタイマーを利用してしおりへ補足する時

間を設定し、短いサイクルで活動を繰り返すように変更した。また、ワークシートを工夫し、活動の流れがスムーズ

に分かるようにした。 
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く活動を行うようにする、６）板書を参考にできるようにする、７）友達の記述の中でよい気づきを

紹介し、参考にできるようにするといった支援を行った。なお、どの活動を行う際も注意の集中や持

続が必要であると考えられるが、それが苦手であるというＡ児の特性から、８）担任の説明の際には

「これから必要なものを言います」または、「この写真を見てください」など、予告や注意の喚起をし

てから話す、９）説明の前後に注意を向けていることを確認しフィードバックを確実に行う、10）活

動の場面を写真の提示で区切り、聞く活動と書く活動を短いサイクルにする、11）途中で注意がそれ

てしまった場合も、板書や視覚的な情報を残しておくことにより、後で振り返ることができるように

するといった支援を行った(図３)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
友達の発表を聞く 

文を構成するのが苦手 

話題や状況を理解するのが苦手 

発表する 

しおりに補足する 話題や状況を理解するのが苦手

ワークシートに書く 

聞く 

話す 

書く 

主な学習活動 

音を正確に聞き取るのが苦手 

聞いたことを記憶するのが苦手

情報を選択するのが苦手 

聞いたことを理解するのが苦手

話題や状況を理解するのが苦手

社会科見学で分かったことを 

まとめよう 

＜知･理＞見学で見たこと･聞いたことや友達の発表などから消防の働きや 

そこに従事する人々の工夫や努力などを理解している【発言・ワークシート】

見たこと･聞いたことを見学した順に思い出す 

見学でわかったことや考えたことを整理する 

４）発言に補足・再質問 

６）板書を参考にできるように 

５）観点を提示したワークシート

６）板書を参考にできるように 

７）友達の記述を紹介し参考に 

担任による支援の手立て学習活動の構成要素 Ａ児の 

困難な活動 

困難さの背景となる 

Ａ児の認知の特性 

活動全般を行う 注意を焦点化・持続するのが苦手注意 

８）予告や注意の喚起をしてから

話す 

９）フィードバックを確実に行う

10）活動を短いサイクルにする 

11）視覚的に残る情報で振り返る

ことができるようにする

図３ 情報の整理・共有の活動の流れと、困難さへの支援の手立て

写真や板書などで視覚的に

補足。残る情報で振り返るこ

とができるように（左） 

話し合いの話型の 

キーワードを掲示（右） 

＜全ての活動について＞ 

１）大切な事柄を強調 

２）写真や板書等で視覚的に 

３）話型のキーワードを掲示 

補足 

話題や状況を理解するのが苦手
書く 
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② 新聞の構成を考える活動 

 新聞の構成を考える活動は、前時までの学習で得た知識をもとに記事の内容や割り付け、表現方法

等を考えていく活動である。この活動には担任の説明を聞いて完成形のイメージを持ち、手順を理解

して行っていくことが必要である。しかしＡ児は完成までの道筋をイメージし、手順を考えて遂行し

ていくことが苦手と推察されるため、課題遂行が困難であると考えられた。そこで、手順の理解を促

すために、12）完成形を例示する、13）活動を細分化して割り付けから新聞にまとめるまでの手順を

板書する、14）担任の説明でＡ児のワークシートを例に取り上げながら具体的に説明するといった支

援を行った。また、15）活動の流れが分かりやすいワークシートを作成し、16）「はい、どうぞ」とい

う活動開始のきっかけとなる担任の言葉かけをキーワードに、多くの児童が一斉に活動を開始できる

ようにし、Ａ児が活動を一緒に始められていることを確認したり、短いサイクルで担任がフィードバ

ックを行う等、計画的な机間指導を心がけて支援を行った(図４)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論理的に考えるのが苦手 

手順を考え遂行するのが苦手 
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図４ 新聞の構成を考える活動の流れと、困難さへの支援の手立て
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③ 記事を書く活動 

記事を書く活動では、Ａ児は文法の理解や書字に困難さはないが、話題を膨らませたり文を構成し

たりしながら書くことは苦手であると考えられた。そこで、17）情報の整理・共有の時のワークシー

トや板書の写真を手がかりにする、18）ヒントとなる観点を書いたカードを用意し、必要なときに利

用できるようにするといった支援を行った。また、文章を組み立てるために、19）清書と同じ様式の

紙に書く方法だけでなく、思いついた事柄からメモに書いて、後で取捨選択や補足・並べ替えを行う

方法や、割り付けの枠ごとに切って注意を集中させて書く方法も選択できるようにした。また、活動

を遂行するために、20）ワークシートに終わった活動をチェックできるような部分を作成し手順を踏

んで活動しやすくなるようにした (図５)。 
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図５ 記事を書く活動の流れと、困難さへの支援の手立て
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（３）結果 

① Ａ児に見られた変化 

ア）積極的参加行動の割合 20) 

 学習活動におけるＡ児の積極的参加行動の割合を図６に示す。

それぞれの活動で検討した支援を行ったどの単元でも積極的参加

行動の割合が増加した。また担任による支援も「交通事故をふせ

ぐ」の新聞の構成を考える活動以外では増加が見られた。情報の

整理・共有場面では「火事をふせぐ」「交通事故をふせぐ」でさら

に積極的参加行動の割合が増加した。しかし「交通事故をふせぐ」

はどの活動の積極的参加行動も検討した支援を行う前よりは増加

しているものの「火事をふせぐ」よりも減少した。 

イ）学習目標の達成度 

 a 情報の整理・共有の活動 

検討した支援を行った単元ではそれぞれ、施設のしくみや働く

人の工夫や努力について６～７個の内容を具体的にワークシート

に記述できた（図７）。また「火事をふせぐ」では「Ａさんに付け

足しがあります」という発言を聞き「○○さんすごいね、そこま

で気づかなかった」と話す様子が観察されたことより、友達の発

表から考えを深める点においても学習目標は達成されたと考えら

れた。 

 b 新聞の構成を考える活動 

 検討した支援を行った「ごみはどこへ」では、活動を行うごと 

に「先生、できた。」と担任に見せる様子が観察された。担任はワークシートを一緒に確認しながら「次

はこれだよ」と手順を示し、それをもとに取り組んでいた。「火事をふせぐ」では担任からの個別の説

明に対し「あ、ごみのときと同じだね」と話していた。「交通事故をふせぐ」では不参加行動が見られ

る時に「次はどうするんだった？黒板を見てごらん。」と担任に声をかけられ、活動に戻る様子が観察

された。それぞれの単元で担任の支援の下、新聞の構成の計画を立てることができた（図７）。 

c 記事を書く活動 

「ごみはどこへ」では、担任が「思いついたことから書く方法を選択してもよい」と説明した時に

大きくうなずく様子が観察された。

「このメモに書く。ぼくはいきな

り書けって言われてもちょっと。」

との発言があった。「火事をふせ

ぐ」でも同様の方法を選択して取

り組み、10 個の項目について書く

ことができ、取捨選択や並べ替え

をして文章を組み立てた。「交通事

故をふせぐ」では、活動の初め

                                                  
20) ２観察者間の一致率は 91％であった。Ｐ.Ａ.アルバート他（2004）は、90％程度以上の一致率で信頼性があるとし

ている。今回の積極的参加行動の割合の数値は妥当なものと判断できると考える。 

図６ Ａ児の積極的参加行動の割合

図７ 情報の整理共有のワークシート（左）と 

           構成を考えるワークシート（右）の記述 
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に「今回は初めから清書と同じ形の紙に書いてみたい」と

いうＡ児の思いからそのように行ったが書き始めることが

できず、机間指導時に「先生、どうやって書いたらいいの？」

と聞く場面や手遊びやおしゃべりをする場面が見られたの

で、思いついたことから書く方法を再度提案し、その方法

で行った。通信司令室のしくみについての記事を書くこと

ができた。検討した支援を行ったいずれの単元でも、検討

した支援を行う前の単元に比べ、内容を充実させ、分かり

やすくまとめて書くことができるようになり、学習目標を

達成できたと考えられた。新聞の最後に書くＡ児の感想は、

本人の言葉を使いながら担任がいくつか例を出したり友達

の新聞を参考にしたりして書くようにした（図８）。 

ウ）新聞完成後の感想 

 Ａ児の感想の記述内容（表５）から、検討した支援を行

うことにより、行う前に持っていた新聞作りに対する困難

な気持ちは軽減されたと考えられる。しかし「交通事故を 

ふせぐ」では肯定的な感想と共に「とてもむずかしくて」

と記述していた。 

② 学級全体に見られた変化 

ア）他の児童の活動の様子と感想 

 思いついたことから書き、それを

並べ替える方法はＡ児の他にも３名

の児童が利用した。その中の１名は

アンケートで「いつも下書きで時間

がかかってしまうけど今回はよくで

きました」と記述していた。また、

記事の中に表やグラフを入れるなど

の工夫ができるようになってきた児

童もおり、活動に広がりが見られた。 

新聞作成後のアンケートでは、検討

した支援を行う前と比べ、検討した 

支援を行った単元で、プラスの内容 

またはプラスとマイナスの両方の内

容を記述 21)した児童が増加しており（図９）、検討した支援の手立てが他の児童にも有効であったと

考えられた。また、「交通事故をふせぐ」の後のアンケートでは、「新聞作りに慣れてきた」「うまく書

けるようになった」等の記述が 26 名中 17 名の児童に見られたことから、新聞作り活動の繰り返しに

より、活動に慣れ、学習が定着してきていると考えられた。 

                                                  
21) ｢楽しかった｣「よくできた」または工夫したところの具体的な記述等があった場合を「プラスの記述」とし、「難し

かった」「苦労した」「困った」等の記述があった場合を「マイナスの記述」としてカウントした。また、プラスとマ

イナスの記述があった場合には、「両方の記述」としてカウントした。 

水はどこから 浄水場の見学がむずかしかった 

ごみはどこへ 新聞を作って、できた時はとてもうれしかったです

火事をふせぐ 新聞作りが楽しかった 

交通事故をふせぐ とてもむずかしくてちょっとおもしろかったです 

図８ Ａ児の作成した新聞 

表５ 新聞作成後のＡ児の感想の記述 
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イ）担任の感想 

全ての検証授業終了後に担任が記

述した感想を表６に示す。担任は、

Ａ児への支援について効果を実感す

ると共に、他の児童にとっても有効

な支援であったと感じていることが

分かった。また、支援を行うことに

対して他の授業と比較しても準備や

実践に大きな負担は感じていないこ

とが確認された。しかし同時に、支

援を行わなければＡ児はこの先も新

聞を作ることができないのかという

疑問を持っていることが分かった。 

（４）考察 

① 環境を整える支援の有効性 

 検討した支援を行った授業では、

検討した支援を行う前の授業観察時

に比べて積極的参加行動が増加し、学習目標を達成できるようになってきた。アンケートの記述内容

の変化から、Ａ児本人も手応えを感じていると思われた。このことから困難さを認知の特性と学習活

動の行われ方との相互作用の結果と考え、学習活動の構成要素を分析し、児童の認知の特性に応じた

指導方法で行う等、環境を整える支援を行うことにより、Ａ児の困難さを軽減させることができ、仮

説は検証されたと考えられる。４回の単元の中では特に、支援の手立てに修正を加えた「火事をふせ

ぐ」が一番適した形で行うことができた。教師が授業等で行う認知の特性の見立ては仮説であり、毎

日の授業で仮説に基づいて支援を行い、修正や変更を行っていくことが大切であると考える。 

② 学級全体への授業としての妥当性 

Ａ児の他にも思いついた所から書く方法を選択して記事を書いた児童がいたことや担任のアンケー

トの記述から、Ａ児だけでなく他の児童にとっても支援の手立てが有効であったと考えられる。また、

担任にとって支援は行いやすく、大きな負担にはならなかったこと、子どもたちが抵抗を持たずに取

り組むことができ満足していること等についての記述も見られたことから、これらの支援の手立てが

日常的に行うことのできる範囲のものであり、労力に見合った効果があげられたと担任が感じている

と判断できた。以上から、主題に迫るための支援の手立ては妥当であったと考える。今後も様々な活

動場面の中でそれぞれの子どもたちに適切な支援を行うことにより、「できた」という成功体験を多く

の場面で持たせることができる環境を整えていくことが教師としての責務であると考える。 

③ 困難さを自らカバーしていく手段に気づかせていくことの重要性 

Ａ児は第４回の「交通事故をふせぐ」では第３回の「火事をふせぐ」より積極的参加行動の減少が

観察され、「とてもむずかしくてちょっとおもしろかったです」という感想を書いていた。もちろん、

Ａ児にとって警察署の見学内容が消防出張所の見学内容よりも興味や関心が薄く、意欲に差があった

可能性もある。しかし、その他に考えられる要因の一つとして、新聞作り活動の繰り返しに対する担

任の期待、そしてＡ児自身に生まれた自分に対する期待が挙げられる。クラスの他の児童の多くが「慣

れてきた」「うまく書けるようになってきた」という実感を持っているように、Ａ児にも担任にも「今

＜情報の整理共有場面＞ 

見学した順番に押さえる方法だとＡ児は集中力がなくなってし

まうのが分かった。順番と観点との２通りの方法で押さえると、

多くの子どもたちに知識が定着することが分かった。 

 

＜新聞の構成を考える活動＞ 

ワークシートがとても使いやすかった。Ａ児だけでなく他の児

童も見通しを持って取り組むことができてとても良かった。 

 

＜記事を書く活動＞ 

思いつくままに文を書き、最後に順番を考えて文章をつなげる

のは、他の児童にも有効だと思った。 

 

＜全体を通して＞ 

Ａ児にとっても他の児童にとっても有効な支援の手立てだと思

った。支援は行いやすく、他の授業と比べても準備や実践に大き

な負担はなかった。子どもたちが抵抗を持たず、進んで取り組む

ことができ、満足している。 

しかしＡ児が周りの力を借りずに自分で見たことを言葉にする

力がついているのかが不安。支援がないと新聞を作れないと感じ

る。新聞を作る力をつけることはできないのだろうか。 

表６ 検証授業終了後の担任の感想 
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度は支援がなくても新聞を作れるのではないか」との思いがあったと考えられる。これらの思いはＡ

児が前回までの活動で「できた」という手応えを感じ、「今度は初めから清書と同じ紙に書いてみたい」

という発言をしたことや、担任が「ごみはどこへ」「火事をふせぐ」では「次はこれだよ」と具体的に

指示を出していたのに対し、「交通事故をふせぐ」では「黒板を見てごらん」等、取り組み方へのアド

バイスとしての指示が多く見られたこと、新聞作り学習活動終了後の「支援がないと新聞を作れない

と感じる。新聞を作る力をつけることはできないのだろうか」という感想があったことから読み取る

ことができる。しかし、今後Ａ児にとって必要となることは、「支援がなくても新聞を作れること」と

いうよりも、「支援を自ら選択したり要求したりして新聞を作れること」なのではないだろうか。 

今回の検証授業の中で「このメモに書く。ぼくはいきなり書けって言われてもちょっと。」と自分の

認知の特性に応じた支援を選択できたことは、成功体験をＡ児の中にもたらすことができた極めて重

要な自己理解の場面であった考える。今後行うべき支援としては、日頃から黒板を見れば活動の流れ

が分かる等、課題や手立てが明確に示されている環境を意識して作っておく支援と共に、一方では「○

○したら○○できたね」等、Ａ児の成功体験を言語化して評価し、伝えていくことであると考える。

「板書通りやったからうまく書けたのだ」「順番に書くのではなく思いついたことから書き出してみた

からうまく書けたのだ」ということを伝え、困難さを自らカバーしていく手段に気づかせ、それを選

択したり要求したりすることができるようにしていくことが必要であると考える。 

 

Ⅲ 研究のまとめ 

１ 研究を通して見えてきたこと 

本研究では、通常の学級に在籍する特別な教育的ニーズのある児童生徒への支援の在り方として、

新聞作り活動に必要な力を分析し、児童の認知の特性との相互作用の中で生じる困難さについて、支

援の手立てを検討した。カリキュラムが決まっている通常の学級での授業の中で、支援の手立てを検

討していくには、児童の認知の特性の把握と共に、授業や学習活動を構成している要素について分析

し、その相互作用の中で支援の手立てを検討していくという手続きが有効であると考えられた。そし

て、これらの支援を行うことが他の児童の分かりやすさにもつながり、有効であることが確認できた。 

今回の研究の視点は、「できる」環境を整える支援の手立てを探るものであった。研究を通して、「で

きた」という経験から次の活動で「やってみたい」という意欲を現実のものとし、困難さを自らカバ

ーしていくためには、認知の特性に応じた環境を整える支援の下で成功体験を積み重ねていくと同時

に、「どうしたからできた」という手段に気づかせ、自己理解を育てていくような支援を行うことが重

要であると考えられた。 

２ 今後の課題 

 通常の学級で特別な教育的ニーズのある児童生徒に行う支援の在り方として、次の点が今後の課題

であると考える。 

（１）特別支援教育の推進と学級集団の向上との双方向性の再確認 

 特別な教育的支援が実施される場合、教室の全ての児童生徒が不公平感を持たずに受け入れること

ができるということは大変重要である。本研究の対象学級にはそうした要素が備わっており、「先生は

必要があれば助けてくれる」という、どの児童生徒とも信頼関係が成立している様子が見られた。同

時に、特別支援教育を推進することによって、特別な教育的ニーズのある児童生徒を含めた全ての子

どもたちが「できた」という成功体験を積み重ねることができるようになり、さらにお互いを認め、

大切にしようとする学級集団を育てることもできると考える。特別支援教育の推進と学級集団の向上
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は双方向的なものであるということを再確認したい。特別支援教育は通常の教育の延長線上にあるも

のという考え方を今後も大切にしていきたい。 

（２）教師による児童生徒の見立ての重要性 

 本研究では、通常の学級に在籍する特別な教育的ニーズのある児童生徒に対する授業の中での支援

の在り方を、１）対象児童を認知の特性から見立てる、２）対象となる学習活動の構成要素を分析す

る、３）その相互作用の中で生じる困難さの理由を明らかにし、支援の手立てを考案し実践する、４）

見立てや支援の手立てを修正し授業を実践する、といった手続きで検討した。この手続きは研究を行

う場合にのみ必要なのではなく、日頃の学習活動において継続して実践できることが重要であると考

える。特別な教育的ニーズのある児童生徒に対して行う特別支援教育が「特別なこと」ではなく、全

ての教師が子どもの認知の特性を正しく見立て、授業の中で適切な支援を行うことができるよう、意

識を高めていくと同時に、今後さらに実践しやすい形を検討していくことが必要である。また、これ

らの見立てについて学級担任と教科担任間、さらに教職員全体において十分な共通理解を行うことが

大切であると考える。そして、これらの支援が単年度の支援に留まるのではなく、次年度へ確実に引

き継ぐこと、さらに小学校から中学校への引継ぎ等の学校間の連携についても、より良い支援体制を

構築していくことが望まれる。 

 

 最後に、本研究を進めるに当たりご協力いただきました先生、ご支援ご助言をくださいました講師

の先生方、また校長先生をはじめ学校教職員の皆様に、心より感謝し厚くお礼申しあげます。 
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